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移による湿原の減少が多くの文献で指摘されてい 

ることが印象に残った.

M oore博士は現在ミカヅキグサ属の遺伝子解 

析を行っている.日本の種も研究したいとのこと 

で，昨年の秋に筆者に資料を送って欲しいと依頼 

がきた.その時は時期が遅すぎて十分な資料が送 

れなかったので，今年はもっと多くの資料を採集 

して送ろうと思っている.

ご案内'/、ただいたM oore博士，楽しい旅にし 

てくれた參加者の皆様，およびご自身が実施され 

たロングアイランドの植生調査の報告書をご恵与 

いただいた井上香世子氏に厚くお礼申し上げたい.
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水草研究会第22回全国集会（最終案内)

〇講演プログラムに一部追加があります.

〇エクスカーシヨンの解散は午後3 時〜 3 時30

分に J R 宇都宮駅です.

日 時 ：2 0 0 0年8 月19日 （土）〜20日 （日）

会 場 ：宇都宮大学国際学部 E 棟 2 F 1253教室

(〒3 2 1 -0 9 4 3宇都宮市峰町）

宇都宮駅よりバス10分，徒歩15〜20分

☆☆☆講演プログラム☆☆☆

1 . 神 谷 要 •国井秀伸：汽水性沈水植物リュウ

ノ ヒゲモ (Potamogeton pectinatus L.) 
に与える水鳥の影響

2 . 薄 葉 満 ：尾瀬沼の水草相 1999

3 . 櫻井善文•片桐浩司•大串弘哉：美々川流域

の水生植物

4 . 角野康郎：兵庫県加古川における過去n年間

の水生植物相の変遷 （ 1987〜1998)

5 . 中村幸次：宇都宮市域における多自然型川づ

くりの現状

6 . 関岡裕明•下 田 路 子 •中 本 学 ：中池見にお

ける水田雑草保全の取り組み一 3 年間のま 

とめ

7 . 木部直美•百 瀬 浩 •藤原宣夫：植栽基盤を

水中に沈めた人工生態礁における水生植物 

の生育

8 . 桜井善雄：長良川河口堰上流におけるヨシ群

落の枯死とその復元について一事例紹介 

9 .野口達也：栃木県の水生植物〜ェクスカーショ

ンの案内をかねて〜

参加申込

t 321-0953宇都宮市東宿郷6 - 7 - 1 0  

野口達也

FAX 0286-34-4175
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